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血液ガスシステムA.BL ™ 5 2 0の使用経験
東北大学医学部附属病院集中治療部

堀之内節 橋本保彦

集中治療では、重症患者の酸素需給状態を

的確に把握することは必要不可欠である。近

年、血液ガス分析装置による動脈血酸素分圧

測定と並行して、パルスオキシメータのベッ

ドサイドでの使用が一般化したことより、非

侵襲的、経時的に動脈血酸素飽和度をモニタ

ーすることが可能となってきた。

血液ガス分析から得られる情報で、血液の

酸素化能のパラメータとして動脈血酸素分圧

は代表的なものであるが、ラジオメータ一社

の血液ガス システムABL520では従来ど
おりの血液ガスのパラメータに加え、 6つの

波長を用いたオキシメトリー測定により、一

次情報としての tHb. s O2. 02Hb. 

COHb. MetHb. RHbの実測や二次情

報として酸素含量、 p5 0等の演算項目、さ

らに混合静脈血の測定と心拍出量を入力する

ことにより、酸素供給量、酸素消費量等の演

算パラメーターをわずか85μLの血液サン
プルから 45秒という短時間で正確に計算す

ることが可能となった。

ABL520の有用性を検討する目的で、
心臓血管外科手術症例 25名を対象として、
術前(麻酔導入後)と集中治療室入室後の時

点、で混合静脈血を採血し、一般に普及されて

いる他の血液ガス分析装置と同検体にて血液

ガス分析を行い、 Sマ02の測定結果を比較
した。

術前の SV 02の演IJ定結果はABL520
で75.7::t 10.7%、一般機種では79.5::t 10.0% 
と一般機種が 3.7::t 3.2 %、 S予02を過大

評価した。これは、一般機種で計算されてい

る酸素解離曲線が、患者赤血球内の実際の酸

素解離曲線よりも左方にあったため、このよ

うな測定誤差が生じたものと考えられた。従

って、一般機種から算出された SV O2 を使

用して酸素消費量を計算すると、実際より 10
数%程度酸素消費量を低く評価してしまう可

能性があるため、注意が必要と考えられた。

また集中治療室入室後のS予02の測定結果

はABL520で76.3::t7.9%、一般機種で
は75.5::t7.5%と一般機種が一O.8 ::t 3. 0 % 

と過小評価した。

これは赤血球2・3DPG濃度が低い濃厚

赤血球製剤やMAP血製剤lを輸血した結果、

患者赤血球内の酸素解離曲線が左方移動し、

ABL520と一般機種との間でSV 02の
測定誤差が小さくなったためと考えられた。

以上の結果は、術中の輸血量と二機種間の

S V O2 の測定誤差との聞に有意な相聞が認

められたことからも裏付けられるものである。

血液ガスシステムABL520は、ラジオ
メータ一社の血液ガス分析装置が長年にわた

り築きあげた信頼性と正確性を受け継いだ上

で、なお様々な特長を備えている。例えば、

データー記憶能力や p5 0を始めとする 40 

種類まで可能な演算項目の豊富さがあげられ

る。特に、ひとりの患者の経時的な変化を追

う場合や追加の演算パラメータを後から計算

する場合など、簡単なキ一操作により表示や

プリントアウトが可能である。またハード面

では、ナースステーションでも充分に設置で

きるコンパクトさと誰でも特別な訓練なしに

測定できる取り扱いやすさに加えて、従来ま

での血液ガス分析装置にありがちだったメン

テナンスの煩雑さやトラブル対策に時間を取

られることなく安心して使用できる。
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ABCMは血液ガス分析のスタンタードです
ラジオメーター社では35年にわだるoH/血液ガス分析の経験をもとに，ユーザーの皆様の必要
|こ応じた血液ガス分析のシステムを用意しています。ディスクベースのデータマネジメント，各

種インターフェイス能力，オペレーターの安全性の追求など，常に新世代の血液ガス分析を目指

しています。

The Deep Picture ™ ABLラ20，う10

一 酸塩基平衡と酸素化に関する情報

血液ガスとオキシメトリーの同時測定を行う世界で唯一の分析装置

です。手術中， ICU管理，救急等の重症患者の診断には， pH/血

液ガスの測定に加え，総Hb濃度，酸素飽和度の実測をはじめとす

る，病的ヘモグロビンの存在を考慮に入れた酸素状態の評価が不可

欠です。ラジオメータ一社の ABL51O.520はわずか 85μLのサン

プルから 45秒で，この肺での酸素摂取，酸素の組織への運搬，放

出に関する分析を可能にしました。

承認番号(03B輸)05∞弓

承認番号(03B輸)0986サ

血液ガス+電解質 ABLラOラ

全Jtuのサンプル中のpH，pCO" pO，に加えて， K七 Na七イオン化

カルシウム(またはcnを実測する一体型分析装置です。 二重液絡の
採用により，へマトクリット値の高低に関係なく安定した値が得られま

す。サンフ。ル量は 125μLで完全自動で 50秒後に結果がプリントアウ

トされます。

ABL505 に OSM™ 3 へモオキシメータを接続すると， 1枚のプリントアウトから

pH/血液ガス+電解質に加えて，酸素化情報が得られます。
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ラジオメータ一社の血液ガス分析装置については，

各営業所にお問い合わせください。

ABL™, OSMTM， The Deep Picture™は，

ラジオメータ一社(デンマーク)の商標です。


